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新建新聞社・新建ハウジング © Yusei Miura

ミッション：「ニュースの力で世界をより善く」

・本社：⻑野県・東京都、スタッフ：約80⼈
・専⾨紙ベンチャー：住宅/建設/危機管理分野
・主⼒：⼯務店向け「新建ハウジング」→業界トップシェア
・加盟：⽇本専⾨新聞協会、第⼀国会記者会

国⼟交通省など専⾨紙記者会

理念は「変えよう！ニッポンの家づくり」



求められた発表内容 © Yusei Miura

① 住宅建設技能者の担い手不足にかかる現状・
課題、目指すべき姿について

② ①を踏まえ、現在、業界として（団体として）取
組んでいること

③ ①を踏まえ、少し未来（10年後くらい）に向け、
業界として（団体として）取組むべきこと

④ ①を踏まえ、2050年に向け、業界として（団体と
して）取組むべきこと



前提：基本は社員大工化 © Yusei Miura

1 品質・施工精度の安定
・自社標準・マニュアルに沿った施工を徹底しやすい
・現場品質のばらつきを減らせる
・継続的教育で技術の標準化と向上が可能に

2 工期・工程管理の最適化
・スケジュール調整しやすさ、工期遅延リスクの軽減
・工期・リードタイム短縮につながる
・現場管理業務など「能数」増加への対応

3 職人不足・高齢化への対応
・育成・技能承継の仕組みを社内で構築できる
・先輩・同期・後輩がいることによる成長・鍛錬
・多層化・多角化への対応と育成のしやすさ

4 顧客対応力・満足度向上
・顧客とのコミュニケーション力を育成できる
・信頼感が高まり、クレーム削減にもつながる
・顧客の要望を現場で直接拾い、柔軟に対応できる

社員大工化における住宅会社のメリット
5 ブランディング・付加価値の向上
・「社員大工を育てている会社」の信頼性の訴求
・「職人の顔が見える家づくり」によるブランド化
・社員大工によるファンづくり

6 コスト・収益構造の改善
・外注単価の高騰リスクを回避できる
・施工原価・粗利コントロールのしやすさ

7 社内体制・文化の強化
・組織全体の一体感が向上
・会社の理念・価値観の共有、行動への落とし込み
・キャリアビジョンと評価制度の構築・共有

8 DX・技術革新との連動
・DX・AIなど新技術を柔軟・迅速に展開可能
・DXによる施主とのコミュニケーション



担い手不足にかかる現状・課題、目指すべき姿 © Yusei Miura

1. 担い手不足問題＝住宅会社（工務店）の経営問題
・多層化×多角化×多能化の推進、設計力向上・原価管理の徹底

・工務店への社員大工化＆育成支援

・協力業者会・大工育成の共同化、バーチャルカンパニー化・M&A

・DX・AI活用、パネル化・プレファブ化、設計施工分離/製販分離

2. 大工を維持するための対策
・CCUSの義務化、発注方法・手間代などの標準化

・施主と大工とのコミュニケーション方法・ツールの普及

・木造非住宅の市場拡大、そのための標準化・ノウハウの普及

3. 大工の入職を増やすための対策
・クリエイター的大工/オペレーター的大工ごとの入職対策（外国人・女性含む）

・大工の社会的地位の向上・ブランディング、担い手確保のための住育

・大工からのリファラル（クチコミ・紹介）推進



工務店も多層化・多角化 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2024」

多層化・多角化で求められる大工のスキルも変わる



工数と能数（能力数） © Yusei Miura

兼務・兼業
多能工化の
可能性

省人化・少数精鋭化

コストダウン

量産メーカ−
との違い
現場管理
営業

※ただし「全員」が能数を増やしたいわけではない（現場で叩きたいだけの⼤⼯も多い）



工事原価の最適化（コストダウン）施策 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」



内製化と外部化→製販分離 © Yusei Miura

出所：新建ハウジング



「AI棟梁」の可能性

• 大工の基礎情報
• 施工動画、納まり図
• 法規・補助金チェック
• 各種書類作成補助･･･



脱・自前主義＝地域工務店グループの価値 © Yusei Miura

施主からの「ありがとう」が大工のやりがいに

• 大工打ち合わせ会

• 着工式

• 施主の現場訪問

• 現場管理

• 見学会（構造・完成）

• 大工仕事お披露目会

• 施主報告（写真＋コメント）

• 引き渡し式

• アフター/定期点検



求められた発表内容 © Yusei Miura

① 住宅建設技能者の担い手不足にかかる現状・
課題、目指すべき姿について

② ①を踏まえ、現在、業界として（団体として）取
組んでいること

③ ①を踏まえ、少し未来（10年後くらい）に向け、
業界として（団体として）取組むべきこと

④ ①を踏まえ、2050年に向け、業界として（団体と
して）取組むべきこと
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取組事例 © Yusei Miura

社員大工による子会社設立：シンケン（鹿児島県）
• 1996年から社員大工化を開始、2021年に大工による大
工のための子会社・シンケンWITs株式会社を設立

•現在社員大工26人が所属、平均年齢は30歳
• シンケン本体はWITｓに新築・リフォーム工事やメンテ何
スを発注。利益を上げるために大工自ら工期短縮や追
加工事獲得に動く

•設計や現場監督などから大工へのジョブチェンジも多
い（その逆も）

•引き渡し前の社内検査「ミケラン」で改善・進化のアイ
ディアを共有しながら自社の価値観や技術を継承

•設計・施工の工夫でコストと品質、デザインを両立



出所：シンケンHP



出所：シンケンHP



出所：シンケンHP



出所：シンケンHP

「スタディハウス」



取組事例 © Yusei Miura

協力業者会の共同化：名工家（愛知県）
•愛知県の工務店３社（阿部建設、鈴起建設、安井工務
店）が請負大工を含む協力業者会を共同運営

•工務店協同組合で学ぶ仲間同士、下地はあった
•取引業者名簿の共有、見積もり・工程・歩掛かり比較
•職方の交流、融通（貸し借り）、環境教育への大工派遣
• 「協力業者統一約款」を作成、施工品質管理意識の向
上、協力業者のスキルアップ

• 相互工事チェック（他社パトロール）などの研修活動、
予防是正処置（ダメチェック）

• 「名工家」の認定大工としてプロフィールを公開



名工家

出所：名工家HP



取組事例 © Yusei Miura

大工育成の協働化：建築工房零・ホリエ（宮城県）
• 建築工房零：20代中心に社員大工を採用。構造がわかる多
能工として育成（新築＋メンテ・リフォーム対応）。現場管
理・施主報告など「能数」増にも挑戦

• ホリエ（シエルホームデザイン）：20−40代中心に社員大工
を採用。断熱気密技術を中心にスキルアップ。社員大工を
「シエルクラフツマンズ」、協力業者を「シエルクオリティビル
ダーズ」としてブランド化

• 両社とも理念共有・人間教育を徹底。それをベースに先輩・
同期・後輩による教育・切磋琢磨を継続

• 両社の社員大工を集めた交流会を開催。両社の物件見
学、取り組み発表、グループディスカッションで知見を共有。
今後はお互い手が足りない際の現場サポートなども視野に
交流・協業を続ける



建築工房零

出所：建築工房零HP



ホリエ
シエルホームデザイン

出所：ホリエHP



取り組み事例 © Yusei Miura

大工のアーティスト化：菱田工務店（長野県）
• 菱田社長は26歳で独立、2012年に菱田工務店を設立。
会社経営のかたわら大工アーティスト・Shohei Hishida
として活動

•社員約51人、15人の社員大工を擁する。墨付け・手刻
みといった技術も織り交ぜた家づくりを展開

• 受注はフォロワーが52万人（菱田工務店27万人＋大工
アーティスト・Shohei Hishida25万人）

• 海外も含めて全国から若者が働きたいと門を叩く

• 他にはない比較が困難なものづくりのスタイルとプロダ
クトによって粗利や価格を主体的にコントロール





出所：シンケンハウジング



出所：シンケンハウジング
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出所：〇〇大工 NEO工務店 シン旦那



出所：〇〇大工 NEO工務店 シン旦那



求められた発表内容 © Yusei Miura

① 住宅建設技能者の担い手不足にかかる現状・
課題、目指すべき姿について

② ①を踏まえ、現在、業界として（団体として）取
組んでいること

③ ①を踏まえ、少し未来（10年後くらい）に向け、
業界として（団体として）取組むべきこと

④ ①を踏まえ、2050年に向け、業界として（団体と
して）取組むべきこと
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担い手不足にかかる現状・課題、目指すべき姿 © Yusei Miura

1. 担い手不足問題＝住宅会社（工務店）の経営問題
・多層化×多角化×多能化の推進、設計力向上・原価管理の徹底

・工務店への社員大工化＆育成支援

・協力業者会・大工育成の共同化、バーチャルカンパニー化・M&A

・DX・AI活用、パネル化・プレファブ化、設計施工分離/製販分離

2. 大工を維持するための対策
・CCUSの義務化、発注方法・手間代などの標準化

・施主と大工とのコミュニケーション方法・ツールの普及

・木造非住宅の市場拡大、そのための標準化・ノウハウの普及

3. 大工の入職を増やすための対策
・クリエイター的大工/オペレーター的大工ごとの入職対策（外国人・女性含む）

・大工の社会的地位の向上・ブランディング、担い手確保のための住育

・大工からのリファラル（クチコミ・紹介）推進



求められた発表内容 © Yusei Miura

① 住宅建設技能者の担い手不足にかかる現状・
課題、目指すべき姿について

② ①を踏まえ、現在、業界として（団体として）取
組んでいること

③ ①を踏まえ、少し未来（10年後くらい）に向け、
業界として（団体として）取組むべきこと

④ ①を踏まえ、2050年に向け、業界として（団体と
して）取組むべきこと
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2050年に向け、業界として（団体として）取組むべきこと © Yusei Miura

① 住宅建設技能者の公的位置付け明確化
・インフラを守るインフラとして（例：介護労働者）

・支援策・補助・教育機関整備の充実

② AI活用
・集客・営業・設計・現場監理・経営管理等の自動化

・「AI棟梁」の進化、AI×施工ロボット化の可能性

③ ロードマップの策定
・マス向け新築：プレファブ化（女性も）＆オペレーター大工（外国人も）

・こだわり新築：クリエイター大工・アーティスト大工

・改修：リフォーム大工・リノベ大工（女性も）

・ホワイトカラー→建設技能者（大工へのシフト支援




